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M51a 活動領域NOAA9026のフレア発生前増光現象と磁気構造進化
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GOES Xクラスの大規模フレアのフレア発生前の活動領域の彩層底部をTRACE衛星 1600A画像で時間変動解
析をおこなうと、フレア発生前の「予兆現象」として増光が確認されている（斉藤 他 2005年春季年会M02）。こ
れは彩層底部に蓄えられた磁場のエネルギーがフレア発生前から徐々に開放されはじめているものと考えられる。
そこで本研究では、彩層底部での増光現象と磁場の関係を探るために、予兆現象発生箇所の光球 3次元磁場構
造の詳細解析を実施した。さらに、光球から上空へのエネルギー伝達を、草野他 (Kusano et al 2002) の手法を用
いて磁気ヘリシティー入射量を評価した。
今回活動領域 2000年 6月のNOAA9026 に対して増光現象近傍に対して評価をおこなったところ、顕著となる
ような特徴をみることができなかった。しかし浮上磁場によるへリシティ入射量が増光近傍では正負の両方のパ
ターンが見られ、そのほかの領域ではどちらか一方に偏っている傾向が見られた。本発表では他の活動領域での
特徴を発表する。


